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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 105,789 13.8 9,540 114.8 10,869 87.7 7,700 129.2

2021年３月期第２四半期 92,945 △2.4 4,440 △20.0 5,790 △15.5 3,360 △21.9

（注）包括利益 2022年３月期第２四半期13,886百万円 （30.4％） 2021年３月期第２四半期10,647百万円 （243.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第２四半期 94.28 94.02

2021年３月期第２四半期 40.21 40.10

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第２四半期 362,672 206,337 54.8

2021年３月期 348,968 196,241 54.1

（参考）自己資本 2022年３月期第２四半期 198,667百万円 2021年３月期 188,959百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 24.00 － 24.00 48.00

2022年３月期 － 38.00

2022年３月期（予想） － 48.00 86.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 219,000 14.0 25,000 128.0 27,500 102.9 17,500 107.0 214.92

１．2022年３月期第２四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期２Ｑ 82,886,615株 2021年３月期 82,886,615株

②  期末自己株式数 2022年３月期２Ｑ 1,716,489株 2021年３月期 765,824株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期２Ｑ 81,678,411株 2021年３月期２Ｑ 83,572,636株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有
（注）詳細は、（添付資料）13ページ「２．（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処

理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
（注）詳細は、（添付資料）14ページ「２．（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ
いており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があり
ます。業績予想の前提となる条件等については、（添付資料）５ページ「１．（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご
覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の経済環境は、国内では新型コロナウイルス感染症の影響が長期化

したことにより、依然として厳しい状況にあるなか、設備投資や生産活動は持ち直しの動きが続

いたものの、回復が続いていた輸出・輸入の伸びに鈍化傾向が見られはじめました。世界経済も

同感染症の影響を受けて低調な状況が続くなか、ワクチン接種の進展等に伴う経済活動の再開に

より一旦は回復傾向を示しましたが、感染力の強い変異株による感染再拡大や資源価格の上昇等

の影響により、持ち直していた中国経済が当期末にかけて停滞するなど、景気回復の減速感が強

まりました。

このような情勢のもと、当社グループにおきましては、2022年度を最終年度とする３か年の中

期経営計画で掲げた目標達成に向けて、事業基盤の強靭化を図るとともに、収益力が低下してい

る事業の構造改革を行うため、同計画で策定した諸施策を着実に遂行してまいりました。

物流事業では、前期に竣工した国内の新倉庫３棟の集貨に取り組むなど、倉庫業務の取扱拡大

を図りました。海運事業では、採算性の高い貨物の取扱拡大や運航経費の抑制等による業績改善

を目指し、不動産事業では、賃料水準の維持等に努めてまいりました。

このような取組みのもと、当第２四半期連結累計期間につきましては、営業収益は、世界経済

の回復に伴い国際輸送貨物の荷動きが堅調となったことに加え、海運市況が好転していることな

どから、物流事業及び海運事業が増収となり、1,057億89百万円（前年同期比13.8％増）となりま

した。営業利益は、作業諸費や人件費、減価償却費など営業原価は増加しましたが、増収効果に

より、95億40百万円（同114.8％増）となりました。また、経常利益は108億69百万円（同87.7％

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は77億円（同129.2％増）となりました。

なお、第１四半期連結会計期間から「収益認識に関する会計基準」等を適用しており、同基準

等適用前の前年同期実績と比較しております（以下、同様）。同基準等適用に伴う当第２四半期

連結累計期間における影響額については、14ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）（収益認識に関する会計基準等

の適用）」をご参照ください。

　　セグメントの業績は、次のとおりであります。

①物流事業

倉庫業では、倉庫貨物の荷動きの回復により倉庫入出庫高が増加し、また機械部品や文書等

情報記録媒体の保管残高も好調に推移したことに加え、前期に稼働した倉庫施設が寄与したこ

とから、倉庫収入は140億66百万円（前年同期比7.4％増）となりました。港湾運送業では、コ

ンテナ荷捌及び一般荷捌の取扱いは増加したものの、「収益認識に関する会計基準」等の適用

に伴い、当社グループが代理人に該当する取引については、純額で収益を認識する方法に変更

したことから、港湾運送収入は157億36百万円（同11.9％減）となりました。国際輸送業では、

国際一貫輸送及び航空貨物の取扱いが増加するとともに海上運賃及び航空運賃が上昇したこと

に加え、海外子会社も好調に推移したことから、国際輸送収入は261億34百万円（同31.5％増）

となりました。陸上運送業及びその他の業務では、ｅコマース関連輸送の取扱いが拡大したこ

となどにより、陸上運送ほか収入は286億82百万円（同9.2％増）となりました。

以上の結果、物流事業全体の営業収益は846億19百万円（同9.7％増）となりました。作業諸

費や倉庫施設の減価償却費等の増加により営業費用は増加したものの、増収効果により営業利

益は、69億12百万円（同41.1％増）となりました。
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内訳

前第２四半期
連結累計期間

（自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日）

当第２四半期
連結累計期間

（自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日）

前年同期比増減

増減額 比率％

物流事業      77,117百万円      84,619百万円   7,502百万円 9.7

（倉庫収入） (13,100) (14,066) (965) (7.4)

（港湾運送収入） (17,866) (15,736) (△2,129) (△11.9)

（国際輸送収入） (19,880) (26,134) (6,254) (31.5)

（陸上運送ほか収入） (26,270) (28,682) (2,411) (9.2)

海運事業 11,184 17,079 5,894 52.7

（海運事業収入） (11,184) (17,079) (5,894) (52.7)

不動産事業 5,397 5,368 △28 △0.5

（不動産事業収入） (5,397) (5,368) (△28) (△0.5)

計 93,699 107,068 13,368 14.3

セグメント間内部営業収益 △754 △1,278 △524 －

純営業収益 92,945 105,789 12,844 13.8

②海運事業

日本・韓国発北米向けコンテナの輸送数量の回復に加え、コンテナの運賃水準が上昇したこ

とから、営業収益は170億79百万円（前年同期比52.7％増）となりました。また、コンテナ関連

費用や燃料費等は増加したものの、増収効果により、24億15百万円の営業利益（前年同期は営

業損失6億21百万円）となりました。

③不動産事業

新型コロナウイルス感染症の拡大が、賃貸用不動産物件の稼働率や賃料に影響を及ぼした一

方、一部テナントの賃料水準が回復したため、営業収益は前年同期並みの53億68百万円（前年

同期比0.5％減）となりました。営業利益は、減価償却費の経年減価等により営業費用が減少

し、27億81百万円（同0.8％増）となりました。

（注）１．上記の各セグメントの営業収益には、セグメント間の内部営業収益12億78百万円（前年

同期7億54百万円）を含んでおります。

２．上記の各セグメントの営業利益は、各セグメントに帰属しない全社費用等25億69百万円

（前年同期25億93百万円）控除前の利益であります。

 セグメント別の営業収益内訳
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

資産合計は、増収に伴う「現金及び預金」及び営業債権の増加並びに株式相場の回復に伴う

「投資有価証券」の増加等により、前期末比3.9％増の3,626億72百万円となりました。負債合計

は、投資有価証券の評価差額に係る「繰延税金負債」の増加等により、前期末比2.4％増の1,563

億34百万円となりました。純資産合計は、株式相場の回復に伴う「その他有価証券評価差額金」

の増加及び親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴う「利益剰余金」の増加等により、前

期末比5.1％増の2,063億37百万円となりました。

②キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益及び減価償却による資金の

留保等により129億5百万円の増加（前年同期は101億38百万円の増加）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により、35億87百万

円の減少（前年同期は85億91百万円の減少）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済による支出及び配当金の支払い等により

45億13百万円の減少（前年同期は104億63百万円の減少）となりました。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フローは、以上の結果に「現金及び現金

同等物に係る換算差額」（4億94百万円）を加えた全体で53億円の増加となり、現金及び現金同等

物の四半期末残高は、305億73百万円となりました。
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営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する

当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 208,000 16,800 19,000 13,100 160.06

今回修正予想（Ｂ） 219,000 25,000 27,500 17,500 214.92

増減額（Ｂ－Ａ） 11,000 8,200 8,500 4,400 －

増減率 5.3％ 48.8％ 44.7％ 33.6％ －

(参考)前期実績
(2021年３月期)

192,024 10,963 13,552 8,454 101.72

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する

四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 102,000 8,500 9,800 6,800 83.04

実　　　　績（Ｂ） 105,789 9,540 10,869 7,700 94.28

増減額（Ｂ－Ａ） 3,789 1,040 1,069 900 －

増減率 3.7％ 12.2％ 10.9％ 13.2％ －

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

①通期連結業績予想の修正

当第２四半期連結累計期間におきましては、物流事業では倉庫、港湾運送、陸上運送の荷動き

が堅調に推移するとともに、航空貨物を中心とした国際輸送の取扱いが伸長いたしました。ま

た、海運事業につきましても日本・韓国発北米向けコンテナの輸送数量が増加したほか、春季契

約更改に伴い運賃水準が想定以上に上昇したため、当第２四半期連結累計期間の業績は前回発表

予想を上回りました（下記（参考）をご参照ください）。

第３四半期会計期間以降につきましては、物流事業では国際輸送貨物の取扱拡大は第２四半期

累計期間との比較では鈍化することが想定されますが、倉庫、陸上運送等の取扱いは引き続き堅

調に推移することが見込まれます。また、海運事業では現在の輸送数量及び運賃水準は通期にわ

たり持続すると見込まれます（注）。このため、通期の連結業績予想を下記のとおり修正するこ

とといたしました。

（注）在外連結子会社の事業年度の末日は12月末日

2022年３月期通期連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（参考）2022年３月期第２四半期連結業績実績（2021年４月１日～2021年９月30日）と前回発表

　　　　予想との比較
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決定額
直近の配当予想

(2021年８月５日公表)

前年同期実績

(2021年３月期第２四半期)

基準日 2021年９月30日 同　左 2020年９月30日

１株当たり配当金 38円00銭 30円00銭 24円00銭

配当金総額 3,084百万円 － 2,006百万円

効力発生日 2021年12月１日 － 2020年12月１日

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金

１株当たり配当金

第２四半期末 期　末 合　計

前回発表予想 30円00銭 34円00銭 64円00銭

今回修正予想 － 48円00銭 86円00銭

当期実績 38円00銭 － －

前期実績

（2021年３月期）
24円00銭 24円00銭 48円00銭

②剰余金の配当（中間配当）及び期末配当予想の修正（増配）

当社は2020年度を初年度とする３か年の中期経営計画を定め、中長期の企業価値向上を図ると

ともに、引き続き株主還元を拡充するとの方針のもと、剰余金の配当については利益水準にかか

わらず１株につき47円の年間配当金を維持することとし、計画期間において増配の継続を目指す

こととしております。このような方針のもと、当期の剰余金の配当につきましては、配当性向

40％を基準とすることとし、本年８月５日には当期の配当予想を１株につき64円（中間配当金30

円・期末配当金34円）として公表いたしました。

一方、当第２四半期連結累計期間の業績は前回発表予想を上回ったため、2021年９月30日を基

準日とする中間配当金を直近予想から８円増配の１株につき38円とすることを決議いたしまし

た。また、「①通期連結業績予想の修正」のとおり、通期連結業績予想につきましても上方修正す

ることとしたため、上記方針に基づき、当期の年間配当金予想を１株につき86円、中間配当金を

差し引いた期末配当金予想を直近予想の34円から14円増配の１株につき48円に修正することとい

たしました。

剰余金の配当（中間配当）

期末配当予想の修正（増配）

（注）上記の通期連結業績予想及び配当予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合

理的と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績及び配当金は様々な要因により予想

数値と異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部
流動資産

現金及び預金 27,640 32,956
受取手形及び営業未収入金 23,003 23,262
販売用不動産 20 20
仕掛品 3 2
その他 6,394 7,756
貸倒引当金 △104 △103
流動資産合計 56,958 63,895

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物（純額） 91,521 90,160
機械装置及び運搬具（純額） 5,920 5,712
船舶（純額） 4,508 4,314
工具、器具及び備品（純額） 1,204 1,108
土地 64,182 64,832
建設仮勘定 407 494
その他（純額） 2,685 2,515
有形固定資産合計 170,431 169,139

無形固定資産
のれん 26 17
借地権 5,140 5,140
ソフトウエア 1,273 1,192
その他 186 242
無形固定資産合計 6,627 6,593

投資その他の資産
投資有価証券 107,294 115,046
長期貸付金 469 461
繰延税金資産 544 562
その他 6,896 7,248
貸倒引当金 △252 △274
投資その他の資産合計 114,952 123,043

固定資産合計 292,010 298,776
資産合計 348,968 362,672

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部
流動負債

支払手形及び営業未払金 14,107 14,495
短期借入金 14,462 13,032
コマーシャル・ペーパー － 1,500
未払法人税等 2,529 2,471
賞与引当金 1,941 2,292
その他 8,059 9,349
流動負債合計 41,099 43,142

固定負債
社債 53,000 53,000
長期借入金 20,101 19,747
繰延税金負債 25,757 27,732
役員退職慰労引当金 60 67
退職給付に係る負債 3,567 3,683
長期預り金 7,874 7,954
その他 1,266 1,005
固定負債合計 111,627 113,192

負債合計 152,726 156,334
純資産の部

株主資本
資本金 14,922 14,922
資本剰余金 12,341 12,343
利益剰余金 108,444 114,094
自己株式 △1,060 △2,651
株主資本合計 134,649 138,709

その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金 52,086 56,585
為替換算調整勘定 1,434 2,666
退職給付に係る調整累計額 788 705
その他の包括利益累計額合計 54,309 59,957

新株予約権 285 258
非支配株主持分 6,997 7,412
純資産合計 196,241 206,337

負債純資産合計 348,968 362,672
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業収益
倉庫収入 13,100 14,065
港湾運送収入 17,715 15,506
国際輸送収入 19,879 26,126
陸上運送収入 20,344 22,428
海運収入 10,890 16,357
物流施設賃貸収入 2,860 3,005
不動産賃貸収入 5,041 5,051
その他 3,113 3,247
営業収益合計 92,945 105,789

営業原価
作業諸費 57,291 62,848
人件費 11,512 12,376
賃借料 5,281 5,636
租税公課 1,250 1,152
減価償却費 4,099 4,606
その他 4,133 4,523
営業原価合計 83,569 91,144

営業総利益 9,375 14,645
販売費及び一般管理費

給料手当及び福利費 2,550 2,617
賞与引当金繰入額 411 542
退職給付費用 134 114
のれん償却額 8 8
その他 1,829 1,821
販売費及び一般管理費合計 4,934 5,105

営業利益 4,440 9,540
営業外収益

受取利息及び配当金 1,206 1,355
持分法による投資利益 72 109
その他 352 203
営業外収益合計 1,631 1,668

営業外費用
支払利息 203 168
為替差損 7 100
その他 71 69
営業外費用合計 281 339

経常利益 5,790 10,869

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

特別利益
固定資産売却益 11 14
為替換算調整勘定取崩益 － 41
特別利益合計 11 56

特別損失
固定資産除却損 131 89
特別損失合計 131 89

税金等調整前四半期純利益 5,670 10,836
法人税、住民税及び事業税 2,029 2,602
法人税等調整額 △135 38
法人税等合計 1,894 2,640
四半期純利益 3,775 8,195
非支配株主に帰属する四半期純利益 415 494
親会社株主に帰属する四半期純利益 3,360 7,700
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純利益 3,775 8,195
その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7,565 4,506
為替換算調整勘定 △608 1,037
退職給付に係る調整額 △7 △82
持分法適用会社に対する持分相当額 △77 229
その他の包括利益合計 6,872 5,691

四半期包括利益 10,647 13,886
（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 10,205 13,348
非支配株主に係る四半期包括利益 442 538

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

- 11 -

㈱住友倉庫（9303）2022年３月期 第２四半期決算短信



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日

　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー
税金等調整前四半期純利益 5,670 10,836
減価償却費 4,312 4,815
のれん償却額 8 8
引当金の増減額（△は減少） 226 375
受取利息及び受取配当金 △1,206 △1,355
支払利息 203 168
持分法による投資損益（△は益） △72 △109
固定資産売却損益（△は益） △11 △14
固定資産除却損 131 89
為替換算調整勘定取崩益 － △41
売上債権の増減額（△は増加） 1,163 △2,241
仕入債務の増減額（△は減少） △554 552
その他 423 1,152
小計 10,294 14,237
利息及び配当金の受取額 1,325 1,465
利息の支払額 △219 △168
法人税等の支払額 △1,261 △2,628
営業活動によるキャッシュ・フロー 10,138 12,905

投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出 △952 △1,012
定期預金の払戻による収入 488 1,151
有形固定資産の取得による支出 △7,825 △2,384
有形固定資産の売却による収入 59 17
無形固定資産の取得による支出 △206 △193
投資有価証券の取得による支出 △21 △1,029
貸付金の回収による収入 6 8
その他 △139 △145
投資活動によるキャッシュ・フロー △8,591 △3,587

財務活動によるキャッシュ・フロー
短期借入れによる収入 1,252 1,242
短期借入金の返済による支出 △1,517 △2,654
長期借入金の返済による支出 △7,289 △370
コマーシャル・ペーパーの発行による収入 － 3,000
コマーシャル・ペーパーの償還による支出 － △1,500
自己株式の取得による支出 △0 △1,699
配当金の支払額 △2,422 △1,970
その他 △486 △560
財務活動によるキャッシュ・フロー △10,463 △4,513

現金及び現金同等物に係る換算差額 △169 494
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △9,085 5,300
現金及び現金同等物の期首残高 34,549 25,272
現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 25,464 ※ 30,573

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日

至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

現金及び預金勘定 27,682百万円 32,956百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △2,217百万円 △2,383百万円

現金及び現金同等物 25,464百万円 30,573百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

自己株式の取得

当社は、2021年５月13日開催の取締役会の決議に基づき、当第２四半期連結累計期間において

自己株式1,023,200株、1,698百万円を取得いたしました。

（参考）2021年５月13日開催の取締役会での決議内容

１．自己株式取得

（１）取得し得る株式の総数 　1,500,000株を上限とする

　　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合1.83％）

（２）取得し得る株式の総額 　25億円を上限とする

（３）取得期間 　　　　　　　2021年５月14日から2022年３月11日まで

２．自己株式消却

（１）消却する株式の数 　　　上記１．により取得する自己株式全量

（２）消却予定日 　　　　　　2022年３月31日

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

一部の連結子会社においては、税金費用の計算にあたり、当第２四半期連結累計期間を含む連

結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前

四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支

配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認

識することといたしました。これにより、物流事業の一部の取引については、収益の認識時点を

変更いたしました。また、物流事業及び海運事業において代理人に該当する取引については、純

額で収益を認識する方法に変更いたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場

合の累積的影響額を、第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から

新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は8,546百万円、営業費用は8,541百万円、営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ5百万円減少しております。また、

利益剰余金の当期首残高は80百万円減少しております。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会

計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及

び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める

経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用

することといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

物流事業 海運事業 不動産事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 76,913 10,890 5,141 92,945 － 92,945

セグメント間の内部営業収益
又は振替高

204 294 255 754 △754 －

計 77,117 11,184 5,397 93,699 △754 92,945

セグメント利益又は損失（△） 4,897 △621 2,759 7,034 △2,593 4,440

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

物流事業 海運事業 不動産事業 計

営業収益

外部顧客への営業収益 84,327 16,357 5,104 105,789 － 105,789

セグメント間の内部営業収益
又は振替高

291 721 264 1,278 △1,278 －

計 84,619 17,079 5,368 107,068 △1,278 105,789

セグメント利益 6,912 2,415 2,781 12,109 △2,569 9,540

（セグメント情報）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△2,593百万円のうち、各報告セグメントに配分していない全社費

用は△2,541百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社及び一部の連結

子会社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△2,569百万円のうち、各報告セグメントに配分していない全社費用は

△2,533百万円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社及び一部の連結子会

社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間の期首から収益認識会計基準等を

適用し、収益認識に関する会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益の算定方法を

同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「物流事業」の営業収

益が8,451百万円減少、セグメント利益が5百万円減少し、「海運事業」の営業収益が95百万円

減少しております。
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前期実績

(A)

当期予想

(B)

増　減(B)-(A) 8/5公表

予想(C)

増　減

(B)-(C)金　額 比　率

物流事業 160,256 167,500 7,243 4.5％ 165,000 2,500

海運事業 22,601 43,000 20,398 90.3％ 34,500 8,500

不動産事業 10,773 10,900 126 1.2％ 10,900 －

計 193,630 221,400 27,769 14.3％ 210,400 11,000

セグメント間
内部営業収益

△1,606 △2,400 △793 － △2,400 －

純営業収益 192,024 219,000 26,975 14.0％ 208,000 11,000

前期実績

(A)

当期予想

(B)

増　減(B)-(A) 8/5公表

予想(C)

増　減

(B)-(C)金　額 比　率

物流事業 10,509 13,400 2,890 27.5％ 12,300 1,100

海運事業 △140 11,000 11,140 － 4,000 7,000

不動産事業 5,508 5,600 91 1.7％ 5,600 －

計 15,877 30,000 14,122 88.9％ 21,900 8,100

調整額 △4,913 △5,000 △86 － △5,100 100

営業利益 10,963 25,000 14,036 128.0％ 16,800 8,200

（参考）

セグメント別営業収益及び営業利益の通期予想

（１）営業収益

（単位：百万円）

（２）営業利益

（単位：百万円）

（注）当期から「収益認識に関する会計基準」等を適用しており、「前期実績（A)」は同基準等

適用前の実績であります。

- 16 -

㈱住友倉庫（9303）2022年３月期 第２四半期決算短信


